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行 政 視察 報 告 書

令不日6年 5月 30日

長浜市議会議長 中川 勇 様

長浜市議会議員  中川 リヨウ

私が出席した次の行政視察(2)結果について報告します。

1.視察等名  令不日6年度議会運営委員会行政視察研修
2.視察期間  令和 6年 争月 20日 (月 )～ 5月 21日 (火 )
3.視察場所及び目的
①長野県伊那市 ・ 長野県伊那市 議会改革の取り組みついて

②長野県駒ケ根市。 議会改革
。議会機能向上推進委員会の取組について

4.調査内容感想等
。視察の目的

①長野 那市 塁予県伊那市 己々革 の取 り について

記

②長野 駒ケ根市・ 改革・ 向 L推進委 会の取 り組みについて

・視察内容

長野県伊那市 議会改革の取 り組み Iこついて

・ 主な取 り綿 み イこついて

令不日元年に伊那西高校(伊那弥生ヶ丘高校生徒の議会傍聴を実施、意見交換会

他 に 伊那市中学生 ャ リアフェス 19 に 平ゝ でブ―スを設 t て 蒻巽力Hサ

した為

なぜ ? 議会議 員漂拳が で 実施され、 い手不足の危機感 持った。

2 1こ

長 浜 市 議 会

の
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請願・ [)煮情の の見直 し

い っ さ て い の か の

予算・決算審査の見直 し

決算・予算の 別委員会を設置

議会基本条例の 直 し

議会基本条例の見直 しが制定以降 されていなかったので一部改正をした

4

具体的な取 り

を

市民参加の強化

政策サポータ■の導入

議会機能の強化

所管事務調査のガイ ドラインを策定

クルの

政策提言ヘ

令禾日5 年 庁 ι政 生 とのグループ怒談 (7 グループ オト 4～ 5名 )、 請願書

の裸 出に至ってい 市民 との煮 見交換会は常イ千参昌会を 心に 3会場で実施

ロオンライン委 員会の開催に向けての要綱等の整備について

総務省 白治行政課岳 i誦突日で ι丈築イ丁llや △ 議規 則の設 オ ン ラ イ ン 参 昌正により

会の開催 が で きる旨の連絡あ り

運用に向けて

出席喜件、(2⊃参 員会の源営、⑥公開と傍聴≪④表決、 報セキュリテ /姑

策 、⑥議事録、の執行都の針応、⑥そのイ和1必要な事項を整備

参 昌会条例、 則のE交正 とオンライン黍員会開催 を制定ぉ

オンライン狩 活 した会議等

琴半禾日4 年 1 月 25日  経済建設黍 員会協議会

令不日4年 7月 26日  ICT推進委 △
芸

令和 4年 12月 5日 政策討論会

長 浜 市 議 会
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5 6 14日 ン

令和 6年 1月 7日  災害訓練

Q&A

の い で の の ン ン る

課題はオンライン会議 の録画

市民 との意 は参加者が少ない状況ではあるが、 催 日時では昼間の

時間帯の活用や 日ヰゝ検討 している∩テーマも参加者が えるように設定 し

ている

議会改革特別委員会を中心に議長への答申をしている。 者、女性、子供の参

画を促すために政策サ ポーター制度を連入したハ政笑サイクルの連 入

走取旨説明の場を 市 1ノ て し ,ヽら ^

議 員選挙の無投 力辱 tサ て 手ヽ確保のために
~実
施 してし十R予 るヽハ言構議会につ

いては議長、事務 局 岳 が 直接高校へ出向いてお願いに行つている

長野県駒ヶ根市

議会改革・議会機能向上推進委員会の取 り組みについて

日議会機能向上推進特別委員会 議会基本条例に規定する「協議又は調整を行う

ための場」 として位置付けをしている

議会基本条例に る庁 す 事項の絵証に F美弓す る と

議会機能向上に関す ること

政策提言及び政策立案の権と に閏す ること

・ 議会 の制定 と検証

「開かれた議会 |「言論の府・立法の |の条文を中心に制定。

条例制定から7 年が経過 し、当選後 2 年が経過 し、議会全体の きが見えて

きたこと、 任期最終年に向けて基本条例を再認識 し、議会活動

ために評価・検証を進める。

検証体制や経過の流 れ

長 浜 市 議 会

に繋iずていく

イま長浜市議会とほぼ同じ∩
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誤頴 として以下

寺 議 員間討議 化や政策立案に向けた取り組み

寺 ICT狩活 用 し 更なる情報公開 。情報共有の取 り組み

★ 市民等の傍聴の促進に関する積極的な取 り組み

課題の角声牛決方法 として以下

寺 条文の見直

★ 議 員研修の充

幅広い研修、 に議員間討議を煮識、ICTや政策形 を積極的に 1

↓

「クールダウンミーティング |の実施

どのようなネ見点で審査 したか、審査を通 じてどのような を持ったかなど

をお互いに認識する機会とする∩実施日は特別委員会審杏 了後 30分程度∩ル

―アレとして進行は 会機能向上推進委員会委員長が実流、 感情的な発言、

は し い の /ヒ し 上そ ぞ の

件に対するメ リッ ト、デメリットなどの共通認識を深めるハ

・ 事業評イ而の コ税り糸日み

常任委員会毎でテ―マを設定 し、市が実施する事業の を行い、必要に応 じ

イこ の などをまとめ 「

事業評イ而シ ― 卜狩導入 (静岡県富士市議会をモデルに章 )

↓

ツキニミーテ ノイングの
~央
流 事業評価 く、予算カミ難 し の 事 前検証・決算の事後

よ今ヨ正 睛1打十て 飾 二 木忌
「
卜↑綜 筈 欄 オ キltt rT目拌 甑 早百 ★ 由 ォト片 台ガ  ヽ歩 結 蹄 飴 Irナ田の

るとと ア
」 5 の イこ て じて

つ ∩

田市民 との意見 について

議会基本条例に づき、毎年実施 (令和 5年度で 13回)市

出前識庫 (子 ど ヰ、

長 浜 市 議 会

内公民館 (3か所 )

来会議の取 り組み )
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次代 を担 う子 どヰ、た ちがま茅ナづくり チ甲有罪狩深 め、若 しヽ世代 の祝点や議会 へ の

でまちづくリイこついて考える機会を作るために実施。

事前学習→本会 「こんな駒 ヶ根市にしたいJをテ―マに市政に姑する要望

や意見を考え、市へ繹案 した 6

日議会だより。議会 モ タ ー

「 の び つ を

り編集や議会活動に反映、議 員選出 16名 、公募 1名で 中∩

はアン モ ニ じて

ついて操言を行 うハ

H女性議員比率が高い要医lについて

市の男女共同赤画計画の改訂を 昌で設立 した「女性議員 叩 |と 担当誤

で内容 を る機会を設けたa

の り て い

お互いに情報交換 しなが ら、視 を実施偽

議員間 の必要性を感 じ、女性 点からクールダウンミ―テ才ングやツ

キ■ミーティングが生まれた。そういらた変化があらた。

Uターンや」ターンなど駒 ヶ根 で士 Jl牛 することにが 活 隧 止 り上

“

城活性

イ之に繋がるのではオFぃか

長 浜 市 議 会




